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　　　　　　Young　Man論
一Stephenの心理的相剋を中心として
田　代 幸　造
　APortrait　of　the　Artist　as　a　Young　Man（以下Portraitと略記）は，
主人公Stephen　Dedalusの幼児時代の記憶に始まり自我が形成される過程
をたどって，芸術家としてのおのれの運命を悟り芸術家として出発するという
内容を持つ小説であり，したがってこれをBildungsromanと呼ぶこともでき
るし，またKUnstlerroman　と呼ぶことも可能なのである。あるいは主人公
Stephen　と作者James　Joyceとはほぼ同一視され得るという点を強調する
ならば，一種の自伝的小説とも見敏すことができるのである。Portraitのこ
のような性格はまた，容易に心理小説（psychological　novel）としての視点
をわれわれに提供するものである。
　James　Joyceの作品は多層的であるのが特徴の一つである。というのは一
つの作品の中に幾つかのthemesが重なり合っていて，読者の視点の置き方
によってそれぞれ違ったthemeが浮かびあがってくるということである。そ
の最もよい例eUt　Fiiznegans　VVakeである。この作品は読み方によってはpor－
nographyでさえあるのだ。　Portraitもその例に洩れず数種のthemesが
重層している。たとえば今述べたように自我の形成される過程に重点を置くこ
ともできるし，CatholicとStephenとの関係に焦点を合わせるならばCa－
tholic小説（この場合には逆説的ではあるが）と見倣すことも可能である。あ
るいは家庭・友人・社会等に対するStephenの痛烈な批判に視点を置けぽ風
刺小説とも考えられ，さらにその伝記性を重視すれぽ一種の回想記ということ
もできるのである。しかしながらHarry　Levinも言っているようにこの小説
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を＜the　emotional　and　illte11ectual　adventures　of　its　protagonist＞（1）に
視点を置くと，この作品は心理小説と見倣され得るのである。なる程Portrait
にはいわゆる「意識の流れ手法」（stream－of－consciousness　method）は用
いられているわけではないが，心理描写が必ずしも「意識の流れ手法」におい
て絶対的に最上の手法であるとは限らない。U！yssesの変幻極り無ぎstyleそ
れ自体がまさにそれを立証するものである。　「意識の流れ手法」を使用するか
否かは作品に対する作者の態度と作品の内容とによって決められることがらで
ある。この小論では以下にこの点に重点を置いてPortraitを論じようとする
ものである。
× × ×
Portrait冒頭は突然幼児に対する物語の文で始まる。
　ONCE　upon　atime　andavery　good　time　it　wastherewas　a
moocow　coming　down　along　the　road　and　this　moocow　that　was
coming　down　along　the　road　met　a　nicense　Iittle　boy　named　baby
tuckoo・…・・（P．7）
　このような提示の仕方はわれわれ読者をまず幼児の意識の世界に導くことを
容易ならしめるものである。そこはcowではなしにmoocowが歩き廻り，　a
nice　Iittle　boyではなしにa　nicense　Iittle　boyが住む世界なのである。そし
て物語の主人公baby　tuckooは幼児自身なのである〈He　was　baby　tuckoo
（p．71．5）〉。ここには物語の主人公と自己とを容易に同化しようとする幼
児に特徴的な認識作用が認められる。幼児の意識は未だ自他判然としない状態
であるからだ。つまり現実と空想とが混沌と併存し，あるいは融合している状
態なのである。したがって＜0，the　caild　rose　blossoms／On　the　little　87θθκ皇’
Place＞は容易に＜0，　the　green　wothe　botheth＞となる世界なのだ。この
imageはClongowes　Wood　Collegeの初年級において薔薇戦争を真似て一つ
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のgroupは赤薔薇の造花を他のgroupは白薔薇の造花を胸につけて計算の
競争をしている教室の中で再びStephenの脳裏に浮かぶのである。〈Lav－
ender　and　cream　and　pink　roses　were　beautiful　to　think　of．　Per－
haps　a　wild　rose　might　be　like　those　colours　and　he　remembered
the　song　aboat　the　wild　rose　blossoms　on　the　little　green　Place．　But　yOU
C・”4％・t　have　a　green　rose．　Bnt　Pe吻PS　S・耀Z碗67θ勿伽WO〃d　y・％
coald．（P．13）〉（イタリックは筆者）と。
　幼児の意識は感覚に支配される。＜His　mother　had　a　nicer　smell　than
his　father．（p．7）〉には明らかに感覚を通しての母親に対する直感的な偏愛
の情が表現されている。この情愛はやがてEileenに，そしてE－．　C－（Emma
Clery）に対する情愛へと発展してゆくものであり，したがって母親は快感を
与える対象物一美一の象徴であると同時に感覚的情愛一desire一の象徴でもあ
るのだ。彼Stephenの意識の中ではこのような母親が中心となって家庭は構
成されていたのである。輝親のひくピアノに合わせて踊る父親，それに合わせ
て手拍子をとるCharles叔父さんとDante，それは各人が融和しあっている
平和な家庭である。このような和やかな雰囲気の中で生長する幼児は本質的に
従順であり，innocentである。Joyceが冒頭にこのような平和な家庭を幼児の
感覚を通してsynecdochicalに描写したのには意味がある。つまりStephen
がもしこのままの環境にずっと生長することができたとすれぽ，彼は既存社会
に順応した敬炭な社会人になったであろうことを示すためであった（2）。しかし
ながら彼を取り巻く環境はそれを彼に許さなかったのである。Eileen　との結
婚を想像しただけで彼は手酷い叱噴を受ける。幼児にとって，何故幼児が結婚
のことを想像することが悪いのか，その理由がわかろう筈はない。しかもそれ
を説明してもらえないのである。その上EileenはProtestantの家の子であ
り，熱心なCatholicであるDanteは彼がProtestantと遊ぶことを好まな
かったのである〈And　she（Dante）did　not　like　him　to　Play　with
Eileen　because　Eileen　was　a　protestant……（p．40）〉。まだ善悪の区別はお
ろか自他混沌とした意識状態にある幼児に対してCatholicが強烈な作用を開
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始しているのである。それは罪と罰のみの作用である。＜Apologize，／Pull
out　his　eyes．（p．8）〉というふうに，何が何でも服従を強要する宗教である。
もし服従しなけれぽ恐ろしい罰が加えられる恐怖としてその宗教は印象づけら
れる。それから逃れる道はテーブルの下に身をかくすことだけしかないのだ
〈He　hid　under　the　tabie．（P．8）〉。後にStephenがCatholic　Church
からの自由を求めて（もち論これだけが唯一の理由ではないのだが）祖国アイ
ルランドを去ることをこれは暗示している。そしてテーブルの下に身をかくし
ながらも自分の理解のとどかないことには肯んじようとしない自我の強さと同
時に知的な傾向がすでにここに見られるのではなかろうか。
　ところで結婚という観念は当然自己と他との明瞭な区別の認識を前提とする
ものである。最初自他混沌とした幼児の意識にその区別を知らせる契機となっ
たのはVance家の存在であった。そして〈They　had　a　different　father
and　mother（P．8）〉という認識である。この認識はやがてClongowes　Wood
Collegeにおいて，おのれを世界の中に定着しようとする明瞭な自覚へと連な
るものである（p．17）。
　幼ないStephenがEileenの中に見出したものは＜Tower　of　Ivory＞，
＜House　of　Gold＞（P．40）によってあらわされている理想的な美であり，　Ei－
l
eenとの結婚はしたがって，この理想的な美に献身する芸術家の切ない願望
の象徴でもあるのだlJoyceはこのようにして冒頭の一節に，これから展開
される主なthemesの繭芽を極めて巧妙に表現したのである。
　また冒頭の一節はthemesの上においてPortraitで展開されるべきものを
暗示しているにとどまらず，styleの上から見てもPortrait全体のそれを暗
示しているのである。先にも述べたようにPortraitにおいてはいわゆる「意
識の流れ手法」は用いられていないのであるが，Joyceは主人公Stephenの
自意識の進展につれてstyleも復雑化させているのである。つまりStephen
の意識内容と，小説の構成要素である章の区分とに応じたstyleを彼は用い
ているのである。冒頭の一節における単語及びそれの配列は，擬似用語的なも
のであるのがそれを示している。またたとえば，Stephenが幼児の域を脱し
　　　　　　　　　　　　　　　一28一
て少年の自意識を持つようになったClongowes時代で，彼が最も感情の高ぶ
った個所について見てみよう。それはprefectであるFather　Dolanから不
当の答打ちの罰を蒙むった時である。
　　Stephen　closed　his　eyes　and　held　out　in　the　air　his　trembling
hand　with　the　palm　upwards……A　hot　burning　stinging　tingling
blow　like　the　loud　crack　of　a　broken　stick　made　his　trembling
hand　crumple　together　like　a　leaf　in　the　fire：and　at　the　sound
and　the　pain　scalding　tears　were　driven　into　his　eyes．　His　whole
body　was　shaking　with　fright，　his　arm　was　shaking　and　his
crumpled　burning　Iivid　hand　shook　like　a　Ioose　leaf　in　the　air．
Acry　sprang　to　his　lips，　a　prayer　to　be　let　off・…・・
　　Stephen　drew　back　his　maimed　and　quivering　right　arm　and　held
out　his　left　hand・…・・and　loud　crashing　sound　and　a　fierce　mad－
dening　tingling　burning　pain　made　his　hand　shrink　together　with
the　palms　and　fingers　in　a　livid　quivering　mass．　The　scalding
water　burst　forth　from　his　eyes　and，　burning　with　shame　and
agony　and　fear，　he　drew　back　his　shaking　arm　in　terror　and……he
felt　the　scalding　cry　come　from　his　throat　and　the　scalding　tears
falling　out　of　his　eyes　and　down　his　flaming　cheeks．（P．57）
　　ここで強調されているのは，少年Stephenの恐怖と屈辱感である。一見何
の変哲もないnarrativeでありながら答の下に恐怖におののき，公衆の面前
で不当な罰を受ける屈辱感が活写されている。打ち下ろされる答は少年Ste－
phenにとっては〈a　hot　burning　stinging　tingling　blow＞であり，それを
受ける苦痛は＜afierce　maddening　tingling　burning　pain＞なのである。
そしてその手は〈aleaf　in　the　fire＞のようにちぢみ，＜alooseleaf　in
the　air＞のようにうち震えるのである。ここで目立つのは著しい形容詞，と
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くに現在分詞の頻繁な使用と　simileの使用である。このことによってSte－
phenの恐怖感は作者Joyceの立場から強調されている。　Joyceがここで特
にStephenの恐怖感を強調したのは，彼のCatholic　systemに対する批判
を明らかにしたかったからであり，そしてこの態度がStephenの感情の高ま
りを表現するのにRepresented　Speech　tlこよらずわざわざexplanatory
narrativeのstyleをとった理由なのである。
　この場面に続いてStephenが不当の罰を受けたことをrectorに告げるべ
く決心する時の彼の遅疑逡巡の心理状態は巧みにRepresented　Speechセこよ
って表現されている。
　The　refectory　was　half　empty　and……He　could　go　up　the　stair－
case　because　there　was　never　a　priest　or　a　prefect　outside　the
refectory　door．　But　he　could　not　go．　The　rector　would　szde　with　the
Prefectげstudies　and診雇πんit　was　a　schoolboy　trick　and　then　the
Pグefect（ゾstudies　would　oO〃¢e勿every　day　the　same，　only　it　would
わθworse　because　he　wouldわθdreadfully　waxツat　an夕fe〃0〃going
up　to　the　rector　about屍〃Z．　T12eプ「e〃OWS　had　told　h勿m　to　gO　but　they
woald　not　go　the〃rselves．　Theツhadノ’orgotten　es〃about　it．1Vo，　it　was
best　to／brge彦a〃abOU彦i彦and　PerhaPS　tゐθPrefect（ゾst・adies　had　only
said　he　woald　OO〃¢e勿．〈1∂，　it　was　best　to　hide　O％‘〔ゾthe　way　because
when　yOUω〃θS〃za〃and　yo脇9ツ0％could　often　escaPe〃瞬Wの’．
（p。61－62）（イタリックは筆者）
　単純な恐li布と屈辱感から遅疑逡巡へと主人公Stephenの心理状態が変化す
るにつれて，それを表現するstyleも変化しているのである。遅疑逡巡は明
らかに自己に目覚めた人格にのみ起り得る心理状態であって，自他混沌の幼児
の意識には存在しない状態である。Joyceは主人公Stephenの心理的成長に
つれて，その心理を表現するstyleを巧妙に使い分けているのである。冒頭
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の部分と先に引用した答に打たれる場面（p．57）とにおいてはexplanatory
narrativeが用いられ，遅疑逡巡の場面においてはRepresented　Speechヵ：
用いられているのはこのような理由によるのである。Rapresented　Speech
が直接読者に主人公の心理状態を伝達し得るという利点を巧みにJoyceは利
用したのである。
×
? ?
　styleは内容によって規定される部分が多い。　Joyceの場合，特にこのPo－
rtraitの場合にそれが著しい。というよりはJoyceは意識的にこの作品にお
いてはstyleを主人公Stephenの意識の成長につれて変えているように思
われる。第一章では，前述においてその一端をみたのであるが，幼児から少年
初期の自意識に目覚める段階の意識が取り扱われているのであって，styleも
またそれに応じてRepresented　Speechの用法が目立つ。　Represented．
Speechは前にも述べた如く読者に直接的に主人公の意識の変動を伝達するの
に効果的であるので，第一章における幼児期から少年初期にかけての現実と想
像の世界が容易に混交し易い意識状態の表現には都合がよいからである。現実
と想像の世界の混交は主として連想作用によって行なわれる。たとえぽ学友の
下品な言葉を聞いて，その言葉から母が与えた注意を連想し，それからClon－
gowesの寮に入って始めて父母と別れて生活するために玄関で別れの挨拶を
した時の母の泣き顔，そしてその時に父が彼に与えた注意へと連想が進行する
部分（p．9），あるいは学寮における冷えびえとしたベッドで家庭での楽しい
暖かいChristmas　dinnerの賑わいを想像する場面（P．22－23），またMoo－
nanの〈Yon　are　McGlade’s　sPtck＞（イタリックは筆者）という言葉から
Wicklow　Hote1での洗面所の水の流れの〈suck＞という音を連想する場面
等々に見られる通りである。第1章においてはしたがってintellectualであ
るよりはむしろimaginativeな少年としてStephenは描かれているのであ
る。今述べたような連想はすべて感覚的刺戟によるものであって外部の影響が
少年の心理に達する初歩的な段階である。もち論精神的な刺戟も少年の心理の
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変化に影響を及ぼすことはある。
　Stephenは幸福で平和な家庭で成長した素直な従順な性格であった。この
ような少年にとってClongowesの生徒たちは皆いわゆる物識りである。彼は
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劣等感をいだくだけだった。たとえぽ彼をsquare　ditchに投げこんだことの
あるWellsに，夜寝る前母親にkissをするかどうか尋ねられて彼は最初は
＜Ido＞と答えるがそのために笑われ，あわてて＜Idonot＞と訂正したとこ
ろまた笑われてひどく困惑する。皆が彼よりも物識りに見えて彼は劣等感を懐
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くようになる。その困惑した心理状態は遅疑逡巡の場合と同じようにRepre－
sented　Speechで描かれているのである。
　They　all　laughed　again．　Stephen　tried　to　laugh　with　them。　He
felt　his　whole　body　hot　and　confused　in　a　moment．　What　was　the
right　answer　to　the　question？　He　had　given　tWO　and　still　VVellS
longhed．　BPtt　Wells　must　knozv　the　rig・ht　answer　for　he　was　in　third
of　grammar．（p．15）（イタリックは筆者）
　初年級の教室で首席を占めるのはJack　Lawtonか彼か，と皆が賭をする
程の成績を占めながらも彼は物識りでないために劣等感におそわれるのである。
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彼の劣等感はまず自分の肉体的な弱点から生じる。
　He　felt　his　body　small　and　weak　amid　the　throng　of　players　and
his　eyes　were　weak　and　watery．　Rody　Kickham　was　not　like　that．
（P．8）
　そしてまたNasty　Rocheに父親の職業を尋ねられて，自分の父親がma－
glstrateでないことのために劣等感を持つ（p．9）。この劣等感一それは屈辱
感に通じる一はやがて想像の中で自分の父親をmagistrateに仕立てあげる
のである。さらに薔薇戦争を真似ての計算の競争において　Jack　Lawtonに
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負けをとった時の劣等感・屈辱感〈Stephen　felt　his　own　face　red　too……
（P・13）〉。そして最大の恥辱はクラスの中で不当の罪で答打ちの刑を受けた
時に彼の心を襲うのである。この事件において第一章は最高の盛り上りを示し
ているのであり，叙述はこの中心themeに向かって進行しているのである。
要約するならば，第一章においてJoyceの意図したところのものは，素直で
従順な少年Stephenの心が劣等感に襲われ屈辱感に打ちひしがれそうになり
ながら，おのれの性格に適しない環境に対処してゆくその心理の動きの描写に
あった。このような少年がこのような環境に置かれた場合，彼の意識は容易に
想像の世界にはしる。想像の世界で彼は，いわば理想を追求するのである。彼
の理想とは母親に，そしてEileenの中に発見したあの理想像であった。幼児
にとってはもち論，それは感覚的・直感的なものである〈His　mother　had　a
nlce「smell　than　his　father・〉。単に＜When　they　were　grown　up　he
was　golng　to　marry　Eileen・〉という形であらわれた彼のEileenに対する
感情はやがて＜Eileen　h・d　l・ng　whit・h・nd・．　One　ev・・i・g　wh。n　pl。y．
mg　tig　she　had　put　her　hands　over　his　eyes：long　and　white　and
thin　and　cold　and　soft．　That　was　ivory：acold　white　thing．　That
was　the　meaning　of　Totver　of　Ivory．（p．40）〉というように感覚的なもの
から次第に抽象的な理想化への道をたどるのである。
X × ×
　幼児期に母親とEiIeenの中に見出された理想像は少年期を通じて現実の女
体に対する情欲へと変容するのである。それは換言すれば理想の崩壊であり，
人間の心の中に巣くう〈bestiality＞の勝利である。　Sidney　Feshbachは
Portraitの五つの章をAristotleの‘‘De　Anima”とThomas　Aquinasの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Su mma Contra Gentiles”とをJoyceが融合させた結果として，その各章
をvegetable，　animal，　rational，　angelic，　divine．を表象するものとしてい
る（3）。それはもち論人間の心理発達の過程に相応するものとしての名称である
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が，animalの段階の特徴としてその運動性を強調している（第2章でのmo－
tion　by　running　around　a　race－track，　wandering　through　Dublin　and
suburbs，　and　riding　milkwagonさらにhis　trip　to　Cork　with　his　father
is　a　movement　into　a　city　of　memory．など，運動の描写が多い点を彼
は指摘しているのである）。同時にStephenが‘‘half－man，　half－animal”
の状態になる章が第2章である，と言っているが，その意味はまさに人間性の
中の理想に対するbestialityの挑戦であり勝利を表わしているにほかならな
いのである。事実Joyceはこの‘‘half－man，　half－animal”の状態を＜brut－
ish　joy（P．112）〉と呼び，その時の叫びを〈the　unspoken　brutal　words
（p．113）〉と形容し，＜He　moaned　to　himself　like　some　baffled
prowling　beast（p．113）〉と表現しているのである（イタリックは筆者）。
　さらに彼の理想は内心のbestialityからばかりでなく，外部環境からも攻
撃を受けてその崩壊の速度を早めるのである。外部環境の攻撃とは，父親の破
産とそれに伴なってのBelvedere　Collegeへの転校のことである。今まで平
和で幸福であり，不変に思われていた家庭が脆くもくずれ去った事は少年
Stephenの世界観に大きな衝撃を与えた〈……those　changes　in　what　he
had　deemed　unchangeable　were　so　many　slight　shocks　to　his　boyish
conception　of　the　world，（p．72）また……and　in　the　manner　of　his
own　dispossession　he　felt　the　world　give　the　lie　rudely　to　his　phan－
tasy・（P・99）〉。さらにBelvedere　Collegeセこおいての級友たちは，彼が
その中に理想美を見出そうとしていたE－，C－（Emma　Clery）が彼の父親と
一緒にWhitsuntide　playを見物に来たことを発見して＜……We　saw　her，
Wallis，　didn’t　we？and　deucedly　pretty　she　is　too．　And　inquisitive！…
…She’s　ripping，　isn’t　she，　Wallis？（p．87）〉と言ってひやかすHeronの
ような俗悪な連中であった。つまり彼等は少女をすでに一個の女体として見て
　　　　　ロいるのであり，それ以外には何物もない連中なのであった。
　Stephenがexhibitionとessay　prizeとして33ポンド与えられた時に，
彼は父の破産によって乱れた家庭に秩序を再びもたらそうとしたのであるが，
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その行為は実は彼の内心の堕落とそれを助長する外部環境とに対する彼の果敢
ない努力のあらわれであったのだ。
　How　foolish　his　aim　had　been！He　had　trie4　a　breakwatet　of
order　and　eleg・ance　against　the　sordid　tide｛ゾltfe　without乃伽and
ごodam吻，　by　rulesげcondact　a〃d　active　interests　and　newノ’ilial
relations，　the　Powerfu　l　recurrence（ゾthe　tides　within　him．　Useless．
From　without　as　from　within　the　waters　had　flowed　over　his
barriers：their　tides　began　once　more　to　jostle　fiercely　above　the
crumbled　mole．（p．111）　（イタリックは筆者）
　このようにして＜Nothing　stirred　within　his　soul　but　a　cold　and
cruel　and　loveless　Iust．　His　childhood　was　dead　or　lost　and　with　it
his　soul　capable　of　simple　joys　and　he　was　drifting　amid　life　like
the　barren　shell　of　the　moon．（p．108）〉という状態に彼はつき落とされ
てしまうのである。激しい情欲の後には時折かつて‘‘The　Count　of　Monte
Cristo”の中のMercedesに発見した〈unsubstantial＞なものが彼の脳裏を
かすめ去ることがあるにせよ，それはすぐに次に襲っ七くるより一層激しい情
欲に押し流されてしまうのである。この情欲はちょうど父の破産が彼の＜the
boyish　conception　of　the　world＞に多くの衝撃を与えて彼を青年の世界観
へと駆り立てたと同様に，彼の少年時代のweaknessとtimidityとinex－
perienceから彼を脱け出させるものである，と彼には思われたのであった。
しかし情欲は〈barren＞であってそれからは何も生じないのである。
　情欲とMercedesに象徴される〈unsubstantial　beauty＞を求めるchaste
soulとの葛藤（それをmoral　conflictと呼んでもいい）は，ついに前者が
勝利を占めるのであるが，これを述べる作者はまったく第三者の立場を占めて
いるように見える6ということはこの部分における表現はすべてexplanatory
narrativeに終始しているからである。たとえば（p．72），（p．111），（P．108）
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からの引用文のような短い部分からさえもそのことは充分にうかがえることで
ある。すなわち作者Joyceは第1章において非常に自然な方法（というのは，
表現しようと意図した内容に適しているという意味での「自然な」のである）
で多用したRepresented　Speechをやめて，代って知的なnaturalistic
なstyleを用いているのである。このようなstyleの文を読む時しかし，わ
れわれ読者は逆にそれを書いた作者の姿を意識するのであって，この意味にお
いて第2章はJoyceがStephenをして言わしめている＜The　artist，　like
the　god　of　creation，　remains　within　or　behind　or　beyond　or　above　his
handiwork，　invisible，　refined　out　of　existence，　indifferent，　paring　his
fingernails．（p．245）〉という域からはるかに遠いものである。つまり作者
Joyce　と主人去Stephen　との距離はむしろ第1章におけるよりもちぢまっ
ていることを示していると言うことができるのである。
　この理由は次のように考えられる。すなわち情欲と〈unsubstantial　beau－
ty＞を求めるmoral　conflictがPortrait執筆当時のJoyceに現存してい
たために，彼はこのthemeから離れた距離に身を置くことができなかった，
ということである。Ulyssesの‘‘Circe　episode”　も情欲の激しさを表現して
いるのであるが，この執筆当時（1920年）にはJoyceはこれを客観視できる
余祐を持つに至った結果，あのcomicalなstyleが生じたのであった。つま
りmoral　conflictは実はPortrait執筆当時の彼自身のものだったのである。
恐らくStephen　H〃oがPortraitとして書き改められたのはRichard　Ell－
mannによれば，　Lucia　Annaの誕生，つまり1907年以後のことであり（4），
1909年乃至1910年には完成されたものと思われるが，1909年に1）ubliners発
行の用件でTriesteからIrelandに帰国したJoyceはNora宛に次のよう
な手紙を送っている。
　Ah　not　lust，　dearest，　not　the　wild　bratal〃2adness　I　have　written
to　you　these　last　days　and　nights，　not　the　wild　beast－like　des〃θ　for
your　body，　dearest，　is　what　drew　me　to　you　then　and　holds　me　to
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you　now．　NQ，　dearest，　not　that　at　all　but　a　most　tender，　adoring，
faithful　love　for　your　youth　and　girlhood　and　weakness……（5）（イタ
リックは筆者）
　ここには情欲と＜amost　tender，　adoring，　faithful　love＞一これはun－
substantial　beautyに対するStephel1の憧れである一との葛藤に悩むJoyce
の姿が如実にあられているのであって，彼のmoral　senseを傷つけるものは
＜the　wild　brutal　mad％ess＞であり＜the　wild　beast－like　desire＞であり・
（p．112，p．113）からの引用とほとんど同じ言葉が用いられていることから
も，Joyceのこの部分に対する密着度がうかがえるのである。つまり　moral
conflictに悩まされるJoyce自身の姿がStephenに投影され，それがde－
tachmentを欠いたstyleを生み出したのである。
× × ×
　第2章がanima1の章でありphysicalなものであるのに対して第3章は
soulの章である。一度犯した罪の恐ろしさに魂はおののき，＜the　mornlng
star，　bγight　and　musical，　tellin80f　heaven　and　infusing　Peace（P。119）〉
と■ ｵて表微されているMercedesそしてEmmaへの純なる憧憬の章である。
この憧憬は罪の恐ろしさを理解した魂の上にのみ訪れるのだ。St．　Francis
XavierのためのretreatにおけるFather　Arnallの説教がこの章の大部分
を占めている。そしてそれは，Catholic　traditionに対するJoyceの痛烈な
風刺でもあり，ここにわれわれはJoyceのCatholic観を見ることができる
のである。
　Father　Arnallの説教を傾聴すべく礼拝堂に腰をおろしたStephenに
Clongowes時代の記億がよみがえる。
　……the　wide　playgrounds，　swarming　with　boys；the　square　ditch；
the　Iittle　cemetry　off　the　main　avenue　of　limes　where　he　had
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dreamed　of　being　buriedl；the　firelight　on　the　wall　of　the　infirmary
where　he　Iay　sick；the　sorrowful　face　of　Brother　MichaeL　His
soul，　as　these　memories　came　back　to　him，　became　again　a　child’s
sou1．（p．123）
　〈achild’s　soul＞とは罪を犯す以前のそれであり，これらの記憶によって
＜His　soul，……became　again　a　child’s　soul＞とは，したがって悔い改め
によって彼の魂が救われることを暗示したものである。最初の説教を聞いた時
に早くも罪の意識が＜thick　fog＞となって彼の心を取り巻くの感じるのだっ
た（p．126）。その翌日に行なわれた「死と審判」の説教は更に深く彼の魂に喰
い入る。〈Every　word　of　it　was　for　him．　Against　his　sin，　foul　and
secret，　the　whole　wrath　of　God　was　aimed．　The　preacher’s　knife
had　probed　deeply　into　his　disclosed　conscience　and　he　felt　now　that
his　soul　was　festering　in　sin……Like　a　beast　in　its　lair　his　soul　had
Iain　down　in　its　own　filth　but　the　b｝asts　of　the　angePs　trumpet　had
driven　him　forth　from　the　darkness　of　sin　into　the　light．（p．130）〉
と，Joyceは具体的なimageをもってこの部分を叙述している。
　　そして最後の「地獄の責苦」の説教の後に，彼の罪の意識は恐怖となり彼の
魂を責めさいなみ，ついに彼は現実の中にも地獄の責苦の幻映を見る’に至るの
であった。
　He　passed　up　the　staircase　and　into　the　corridor　along　the　walls
of　which　the　overcoats　and　waterproofs　hung　like　gibbeted　male－
factors，　headless　and　dripping　and　shapeless．　And　at　every　step
he　feared　that　he　had　already　died，　that　his　soul　had　been　wren－
ched　forth　of　the　sheath　of　his　body，　that　he　was　plunging　head－
10ng　through　space．（P．141－142）
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　そして情欲は再びbeastの形をとって彼の夢にあらわれて，その「残忍な
敵意」（p．157）をもって彼の良心を苦しめ，ついにその精神的な苦悶は現実性
を増して肉体的にも不快感をいだいて彼は嘔吐するのである（p．157）。この肉
体的な嘔吐は精神的には罪からの解脱を意味するものであり，したがって嘔吐
の後に彼は〈Heaven　was　still　and　faintly　luminous　and　the　air　sweet
to　breathe，　as　in　a　thicket　drenched　with　showers．（p．157）〉と感じる
のであるが，この清々しい感じは単なる肉体的なもののみでなく精神的なそれ
をも含んだものである。しかしながら重いCatholic　traditionの中にいる彼
にとって罪からまぬかれるには，このような個人的な悔い改めだけではすまさ
れないのである。Catholicには厳重なsystemが存在するからである。その
systemの中における悔い改めとは神の司祭の前で行なわれる繊悔である。か
くしてStephenは繊悔室の中での告白の一語一語によってわが魂が真に浄め
られるのを感じるのである。〈His　sins　trickled　from　his　lips，　one　by
one，　trickled　in　shameful　drops　from　his　soul，　festering　and　oozing
like　a　rose，　a　squalid　stream　of　vice（p．164）〉，〈……his　prayers
ascended　to　heaven　from　his　purif｛ed　heart　like　perfume　steaming
upwards　from　a　heart　of　white　rose（p．165－166）〉。かくして罪から浄
められた彼の魂は外界にも神の恩寵を見るに至るのである＜……in　the　morn－
ing　light　the　pale　flames　of　candles　among　the　white　flowers　were
clear　and　silent　as　his　own　soul．（p，166）〉。
　しかしながらここで注意しなけれぽならないことは，この章は先に述べたよ
うにJoyceのCatholic　traditionに対する痛烈な風刺となっている点であ
る。そして一見厳そかさを装ったstyleのためにその風刺は一層辛辣さを増
しているのである。Eugene　R，　Augustによれぽ（6），　Father　Arnallは説教
の最初にEcclesiastes　7：40から引用すると言っているが，実はそれは　Ec－
clesiasticus　7：40の誤りであり，更にFarther　ArnallはPinamontiからの
聖書の句を借りているが，Pinamonti自身の犯した誤りをそのまま訂正せず
に引用しているのである。これは神の司祭たる者が聖書に無関心であり，また
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無知であることを示す証拠である。さらに「地獄の責苦」の説教においては
Isiah　5：14を引用しているが，彼のその句に対する解釈に間違いがある点を指
適して，このような間違いや，聖書に対する無関心・無知はJoyceが意図的に
行なったものであり，ここにCatholic　Churchに対するJoyceの風刺を見・
さらにFather　Arnallの誤りとして，彼は最初に〈Death，　Judgment，　Hell
and　Heaven＞について述べることを約束しながら故意にHeavenの項につ
いては全然ふれずに，Hellの項を二度にわたって行なったことを指摘して，
これはIrish　Churchが愛の宗教ではなくして罰と憎しみによる恐怖の宗教
の保護者であることをJoyceは強調したかったからである，と説明している。
ここでJoyceの風刺の対象となったのはあくまで一つのsystemとしての
Catholicであり，　Catholicそれ自体ではないということに注意をわれわれは
向けなけれぽならない。というのも，JoyceはDarcy　O’Brienも言ってい
るようにある意味では終生Catholicであり，　Joyceが捨て去ったのはsys－
temとしてのCatholic　Churchであったからだ（7）。
　第3章においては作者の影が再びうすれて作者はStephenの言う＜he（the
artist）presents　his　image　in　mediate　relation　to　himself　and　to
others，（P．143）〉の形式，つまり＜the　centre　of　emotional　gravity　is
equidistant　from　the　artist　himself　and　from　others．（P．144）〉の形式
となっているのは，つまり以上のような風刺を可能にした作者Joyceのde－
tachmentから起因しているものである。そしてこの章における心理描写の特
徴は，（P．141－142），（P・165－166）及び（P・166）からとった引用文にも見ら
れるように主人公Stephenの感情の動きが，　simileによって外界の存在物
に置換されているところにある。このことは作者の＜the　centre　of　emoti－
onal　gravity＞が主観と客観とから等距離にあることによってのみ可能なこと
であって，第1章の冒頭のsynecdochicalなstyleが主人公Stephenの
心理的成長に応じてSimileを主とするStyleに変化したものであり，いわ
ぽ第1章のstyleの一っのvariationにすぎないのである。
一40一
× × ×
　第4章及び第5章においてはStephenのphysical　lifeが縮少し皿ind
が支配的になる。繊悔することによって魂を救われたと思った彼は更にmorti－
ficationをわが身に課すことによって「罪深き過去を消減させる」ことに努め
たのであった。このようなStephenにも，しかしながら情欲の誘惑は訪れて
くるのである＜This　idea　of　surrender　had　a　perilous　attraction　for
his　mind　now　that　he　felt　his　soul　beset　once　again　by　the　insistent
voices　of　the　flesh　which　began　to　murmur　to　him　again　during　his
prayers　and　meditations（p．173）〉。この誘惑に屈しなかったのはintellec－
tual　mindが彼の内に確立されていたからに他ならなかった。
　〈anew　thrill　of　power　and　satisfaction　shook　his　soorl　to　krcotv…
（P，173－174）〉とはintellctual　mindのことである。したがってdirector
に僧籍に入るようにと勧誘された時，directorが何気ない風を装って言った
〈Les　jupes＞という言葉によって誘発されかけたbestialityを巧みにおお
いかくすだけの精神的余裕を身につけることができていたのだった。director
はもち論〈Les　jupes＞によってStephenの心の中に起る反応をためそうと
して故意にこのような言葉を口にしたのであった。d量rectorによってあらわ
されているCatholic　Churchのこのcunningとchurch　lifeの持つchill
and　orderに対する本質的嫌悪感（Clongowes　Wood　Collegeの建物は彼に
とってchill　and　coldの印象しか与えなかったこと，また学寮の病棟にいた
Brother　Michaelがその年令にもかかわらずFatherでないことに疑問をい
だいてCatholic　systemの持つ厳しいorderに彼は反抗的な気持ちになっ
たことがある）のために，彼はこの勧告を「形式的」なものとして受けとめ，
〈Hi．s　destiney　was　to　be　elusive　of　social　or　religious　orders……He
was　destined　to　learn　his　own　wisdom　apart　from　others　or　to　learn
the　wisdom　of　others　himself　wandering　among　the　snares　of　the
world．（p．184）〉というようにCatholic　systemから離れて俗世間の中にあ
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る知恵を学ぶことこそが自分の本来向うべき目標である，と自覚するに至るの
である。
　この自覚を決定的たらしめたものは，海岸で自分の名前が〈Stephanos＞，
＜The　Dedalus＞というふうに友人に呼ぽれた時であった〈now，　as　never
before，　his　strange　name　seemed　to　him　a　prophecy．（p．192）〉。彼は
Clongowes時代から自分の名前の奇妙さには，ある疑惑の念をいだいていた
のであった。その名前が今や彼にとって天来の啓示となったのである。そして
その直後，彼は水の中に独り立っている少女の姿にようやく＜the　unsub－
stantial　image　which　his　soul　so　constantly　beheld（p，73）〉を見出した
のであった。それは幼児時代に母親やEileenの中に見出したものとは違って
彼のmindに永久に刻印を押すものであった。またElnmaは〈the　unsub－
stantial＞の具現者としては余りにも彼のbestialityを刺戟する存在であっ
た。彼はようやくMercedesを現実の中に見出したのである。芸術が理想美
の現実化であるとすれば，彼女こそまさに芸術の象徴であり，したがって
〈shame　or　wantonness＞を超越していたのである。長い間彼を悩ましてき
た情欲と理想美とのmoral　conflictは彼女の中で克服され，見事な調和を保っ
ているのである，と彼には思われたのだ。Potraitは内容的にみるとこの場面
において最高頂に達するのである。
　styleも第3章の理智的なそれからimaginativeなstyleに変り，　Repre－
sented　Speechの頻繁な使用が第1章に劣らず顕著である。　Stephenの心の
動きはほとんどすべてRepresented　Speechによって表現されていて，作者
Joyceの影は作品のかげに消えようとしている。
　美の司祭としてのおのれの運命を悟ったStephenも時には「自分がそれに
よって，審美哲学を創り出そうと努めている修導±的な学識の言葉も当代の人
々にはheraldryやfalconryの奇妙な隠語以上には高く評価されないのでは
ないか」（p．204）という懐疑におそわれたり，あるいはまたEmma（Portrait
においてはE－，C一としてあらわされているのである）がFather　Moranと
たわむれることを想像してはrude　brutal　angerにさいなまれることがあ
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っても，一途に理想美の理論的追求に身を捧げるに至ったのである。＜……we
are　all　animals，　I　also　am　an　animal……But　we　are　just　now　in　a
mental　world（P・234）〉（イタリックは筆者）というLynchに対するSte－
phenの言葉は，むしろ　bestialityを克服しようとして自らに言い聞かせた
言葉ではなかったろうか。
　かくしてStephenの心理的成長の過程は幼児時代のPhysical　worldから
world　of　soulへ，　world　of　soulからmental　worldへの発展を示し，そ
れはついに〈ecstacy　of　seraphic　life＞への憧れとなり，＜0！In　the
virgin　womb　of　the　imagination　the　word　was　made　flesh．（P．247）〉
という状態で完結するのである。つまり芸術はimaginationの世界のもので
あって　mental　worldを超越したところに存在するのである。　Stephenは
Lynchにむかって恐怖と憐欄の感情から説きおこして悲劇論に至り，　Aris－
totleの言うところの美の三要素の解釈から美の本質に至り，それに基ずいて
考え出された芸術の持つ三つの形式を説明する。ここに描かれているStephen
はしたがって・理想美の理論的な追求をするestheteであって，それを現実
化するartistではない。ということは，彼の住んでいるところはmental
worldであってworld　of　imaginationでOまないということである。彼は
〈Old　father，　old　artificer，　stand　me　now　aud　ever　in　good　stead．（p．
288）〉と，だからこそ祈らざるを得なかったのである。
　流れの中に独り立つ少女によって理想美のepiPhanyを感得したStephen
がその後たどった道が，artistのそれではなくしてestheteのそれであった，
というところに作者Joyceの大いなるironyが存在してる。しかも第3章
における　Father　Arnallの説教が一見solemnity　をよそっているために
Joyceのironyが一層辛辣となり，　Father　Arnallがcomicalな存在とな
っているのと同じように，StephenのLynchに対する審美哲学の説明が熱
を帯びれぽ帯びるほど，Stephenもcomicalな様相を呈してくるのである。
それはLynchのくlf　I　am　to　listen　to　your　esthetic　philosophy　give
me　at　least　another　cigarette．　I　don’t　care　about　it……Damn　you
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and　damn　everything．　I　want　a　job　of　five　hundred　a　year．　Yon　can’t
get　me　one．（p．236）〉というまったくcynicalな態度と対照されて一層の
効果をあげている。
　esthetic　philosophyのSg陳と並んで，第5章におけるも一つの重要な場
面，つまりStephenがCranlyにむかって母とのいさかいを説明してIreland
を，そしてまたCatholic　Churchを去る決心を固める場面においても，
StePhenはcomicalにとり扱われている。ここでもStephenは母親からの
離脱感（それは祖国IreIandとCatholic　Church　とからの離脱感の象徴で
あるのだが）を真剣に述べるが，相手のCranlyは〈Whatever　else　is　un－
sure……a　mother’s　love　is　not．（p．275）〉と言って母親の愛の確かさを説
き，更にCatholicについては＜a　false　homage　to　a　symbol　behind
which　are　massed　twenty　centuries　of　authority　and　veneration．（p．
277）〉を見てとって〈non　servium＞の態度をとろうとしているStephenに
対して，彼は〈・…・・It　is　a　form：nothing　else……（P．275）〉などと言って
一見真面目にStephenに応待しているように見えるのであるが，　Stephenの
言葉を理解していないのであって二人の間には真の意味でのcommunication
が全然成立していないのである。その結果Stephenは益々孤独感におそわれ
て祖国を去る決心をするのである。
　Away　then：it　is　time　to　go・Avoice　spoke　softly　to　Stephen’s
lonely　heart　bidding　him　go　and　telling　him　that　his　friendship
was　coming　to　an　end．　yes；he　would　go・一・（p。279）（イタリックは
筆者）
　生真面目で一途な願望のために家庭を捨て，宗教を離れ，祖国を去らざるを
得なかったStephenの姿が，　Stephenの言葉を何一つ実は理解していなか
ったCranlyの態度によって見事に浮き彫りにされており，そのためにかえ
って実はJoyceのStephenに対するironyが浮かびあがって，　Stephen
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はcomicalな姿となっているのである。
　第5章においては第1章に見られたように，連想による心理の動きがRe・－
presented　Speechによって表現されている部分（たとえぽ10年ぶりにEmma
のために詩を書いた時に彼女にそれを送ろうかと思い迷っている彼の心理一
（p・253），あるいは先に（p．279）から引用した部分においての祖国を去る決心
をあらわすところ等），あるいは第2章におけるようなexplanatory　narra－
tiveの形をとっている部分（たとえぽくThe　rainladen　trees　of　the　ave－
nue　evoked　in　him，　as　always，　memories　of　the　girls　and　women　in
the　plays　of　Gerhart　Hauptmann；and　the　memory　of　their　pale
sorrows　and　the　fragrance　falling　from　the　wet　branches　mingled　in
amood　of　quiet　joy．－P．199一とかくThrough　this　image　he　had　a
glimpse　of　a　strange　dark　cavern　of　speculation……－p．202一等）とが
混在している。
　概してStephenの遅疑逡巡する心理作用，及び重大な決心をする時の心の
動きを表現するときにRepresented　Speechが多く用いられており，それに
対してStephenの心がintellectualな思考作用を示すとき，及び感覚的刺
戟に対する単なる反射作用的に心が動くときに，explanatory　narrativeの形
式が多く使われていると言うことができる。
　そして最後の日記文はexpanded　Represented　Speechとでも名づけ得べ
き　styleであり，ここにおいてJoyceは，　Ulyssesにみられるあの大胆な
「意識の流れ手法」へと一歩大きく前進したのである。
× × ×
　JoyceはPortraitにおいて芸術家の誕生に至る心理的過程をたどったので
あり，それはSidney　Feshbachの言うように＜the　ladder　of　perfection＞
の過程である（8）。しかしながらStephenは上に述べてきたように，結局は
〈01d　father，　old　artificer，　stand　me　now　and　ever　in　good　stead＞と
祈らざるを得なかったことからわかる如くPortraitにおいては単なるes－
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theteに留まってしまったのである（9）。つまり彼はworld　of　mindには達し
たのであるが，ついにworld　of　imaginatzonには達し得なかったのである。
そしてStephenの達したworld　of　mindとは，一途に理想美を理論的に追
求する段階であって芸術的にはbarrenの世界である。彼はおのれに内在す
るbestialityを抑圧して現実の醜悪な面には目をつむり，結局は芸術の大海
原に到達し得なかった狭量なestheteだったのである。　Joyceがこの小説を
いかにももっもらしく＜APortrait　of　the　Artist　as　a　Young　Man＞と名
づけたのは，彼の大いなるironyだったのだ。　Joyce自身の作品Dubliners
を見るがいい。彼はこの作品においてDublinの，そしてまたDublinersの
sordidな面を余すところなく描き出しているではないか。否Dablinersまで
敢て目をやる必要はない。1）ortrait自体にStephenの心に宿る醜きbrutal
desireの激しさを見事に浮き彫りにしてみせたではないか。美はStephen
の解釈したAristotleの言葉「見テ快キモノ」であるとしても，現実はこの
ような美だけで成立しているものではなく，醜きもの，快かざるものが混在し
ている世界なのだ。そして芸術はこのような現実からのみ生み出されるもの
であって，芸術家たる者はこの現実に足を踏み入れなけれぽいけないのだ。
Joyceは流れの中に立つ少女によって実はこのことを象徴しているのであ
る。水のimageは1）ortresitにおいては嫌悪すべく醜きものの象徴である。
たとえぽ，StephenがWellsにquare　ditchに投げ込まれたときの水は，
〈How　cold　and　slimy　the　water　had　been！（P．11）〉であったし，彼が
一度犯した罪を悔い改めた後になお執拗に襲う情欲は＜the　flood　of　temp－
tation（P．174）〉であり，＜He　seemed　to　feel　a　flood　slowly　advancing
……iP．173）〉におけるfloodはすく・前に出ている＜the　insistent　voices　of
flesh＞の比喩であることは明らかだ。またすでに引用した（P．111）の＜the
tides　within　him＞も情欲であり，＜From　withoat……the　waters　had
flowed……〉においては環境に存在する醜怪なるものを暗示している。つま
り理想美を具現している少女が水の中に立っているimageはしたがって，醜
く嫌悪すべきものの中にも美が存在することの象徴であり，これが現実の姿な
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のであることをJoyceは示そうとしたのである。したがってその同じ流れの
中に，水恐怖症とも言い得る　Stephenが足を踏み入れて行ったということ
は，芸術家たらんとする者は現実に足を踏み込まねぽならないことの象徴なの
だ。現実に足を踏み入れてこそ〈Where　was　his　boyhood　now？（P．194）〉
という少年期への訣別となり，その少年は芸術家として誕生することになるの
である。つまり美と醜との混在とその葛藤があって，それを観照する能度から
のみ芸術は生まれるのであって，一方が他方を抑圧するところには芸術は生ま
れないのである。Darcy　O’Brienはこのことを＜He（James　Joyce）shuns
any　art　which　obscures　truth　for　the　sake　of　beauty，　believing
instead　that　the　beautiful－for　him　the　image　of　moral　innocence－is
better　served　by　that　art　which　reveals　man　as　he　is－at　worst
lnorally　loathsome，　a　two－sided　creature　at　best．（10）〉と言っている。つ
まりJoyceにとって美醜二つの力は調和することなく混在し，葛藤し合うの
が現実であり，それを表現するのが芸術なのであった。
　Portraitは以上のようなJoyceの芸術観から生み出されたものであり，も
し多くの批評家の言うようにStephenにJoyceの自伝的な面を見るとする
ならぽ，Joyceはこの小説においておのれの弱点を冷やかな眼で眺めて冷笑
しているのであって，自己のcaricatureであるにすぎない。私はむしろ
Portraitはまさにthe　artist以前の心理過程を扱った一つの心理小説であり，
その意味でJoyceがUlyssesへと進む可能性を示しているものと見たいので
ある。
注（1）James　Joyce，　a　critical　introduction　by　Harry　Levin；Faber＆Faber
　　P。50
　　　　1t（portrait）is　distinguished　from　them　（autobiographies）by　its
　　　　elnphasis　oll　the　emotional　and　inte］lectual　adveutures　of　its　pro－
　　　　tagonist．
　（2）　James　Joyce　and　the　Cultic　Use　of　Fiction　by　Kristian　Smidt；Oslo
　　University　Press　p．8
　　　　　　　　　　　　　　－47一
There　is　a　good　reason　why　Joyce　began　his　spiritual　autobiography
　　　　　in　the　age　of　innocence　and　with　this　sense　of
　　　　　comfort　and　security．　It　seems　important　for　him
　　　　　fact　that　he　was　a　happy　child　by　nature　and　might
　　　　　ped　happily　and　harmoniously　if　the　wor至d　had　only
　　　　　the　world　would　not．
（3）ASlow　and　Dark　Birth：aStudy　of　the
　　o／　th¢ノlrtist　αs　α　Young　／lfan　by　Sidney　Feshbach　in
　　Qπarterly．　The　University　of　Tulsa；vo1．4　no．4
pleasure　a d
to　stress　the
have　develo－
let　him．　But
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Organization　of　A　Portrait
　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　 　　　ノα〃¢θsloyce
　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　p．289－300
（4）　James　Joyce　by　Richard　Ellmann；Oxford　University　Press．　p。307
（5）　The　Conscience　of　James　Joyce　by　Darcy　O’Brien；Princeton　Univer－－
　　　sity　Press．　p．173
（6）　Father　Arnall’s　Use　of　Scripture　in　A　Portrait　by　Eugene　R．　August：
　　　in　lames　loyce（～uarterly．　voL　4，　no．4p．275－279
（7）　The　Conscience　of　James　Joyce．　p．45
（8）　ASIow　and　Dark　Birth．
（9）　［11yssesのIthaca　episodeの最後にStephen　Dedalusが一人梢然とまだ明
　　　けやらぬDub］inの町の中に去って行く姿は，　Portraitの最後の場面における
　　　あの高揚した彼の姿とは対照的であるが，共に芸術的にはbarrenである点に
　　　おいて共通したimageである。
（10）　The　Conscience　of　James　Joyce・P・55
　　尚引用文の各末尾に示した数字は，Jonathan　CaPeの1954年版のAPortrait
of　the　Artist　as　a　young　Manにおける頁数を示す。
一48一
